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月 18 日 に 打ち 上 げ が 決ま っ た 金星 探査 機 | あ 
か つき 」。 地 球 の 兄弟 星 と 言わ れる 金星 の 大 
気 の 謎 に 迫り 、 地 球 の 成り 立ち を 解明 する 手 
が か り を 探し て 旅立ち ます 。 今 号 の 表紙 は 、 
最終 調整 が 進む 「 あ か つき 」 と 、 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
の 中 村 正 人 教授 。 国 内 外 の た くさ ん の 皆様 に ご 参加 いた だ 
いた 「 お 届け し ます ! あ な た の メッ セー ジ 暁 の 金星 へ 」 
キャ ン ペ ー ン の 結果 も 誌面 で 紹介 し て いま す 。「 あ か つき 」 
と 入れ 奉 わ る よう に 、 6 月 に 地球 帰還 が 予定 され て いる 小 
惑星 探査 機 「 は や ぶる き 」。 イ オン エン ジン 
の 不具 合 な ど 、 数 々 の 困難 を 乗り 越え 
て きた ドラ マ を 國 中 均 教 授 が 語 
ます 。 そ し て 、 国 際 宇 宙 ス テー シ 
ョ ン (JSS) に 長期 滞在 中 の 野 
口 聡一 宇宙 飛行 士 の 活動 や 、4 
月 に 打ち 上 げ ら 5 れる スペ ー ス シ 
ャ トル 「 デ ィ ス カバ リー 号 」| に 
搭乗 する 山崎 直子 宇宙 飛行 士 の 
最新 情報 も 。 今 春 、 話 題 が 目白 
押し の 」AXA の 宇宙 開発 情報 
を お 届け し ます 。 
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古川 聡 宇宙 飛行 士 が 見 た 
バイ コ ヌ ー ル で の ソユーズ 打ち 上 げ 
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阪本 成一 宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 


「 食 べ 物 は 何 が 好き で すか 。 
ぽ ぼく は カレ ー で す | (岡山 県 小学 1 年 生 
「 お 届け し ます ! あな た の メッ セー ジ 、 暁 の 金星 へ ] 
キャ ン ペ ー ン 参加 、 あ り が と う ご ざ いま し た ! 


宇宙 機関 長 会 議 (HOA) 開 催 
各国 の 機関 長 が 語る 
ISS 計 画 の 将来 


環境 監視 か ら 人 材 育 成 ま で 
アジ ア 太 平 洋 地 域 の 宇宙 利用 を 推進 する 
アン シア 協力 推進 室 


石田 中 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 アジ ア 協 力 推進 室 室長 


宇宙 の ノウ ハウ を 身近 な 暮らし に 
「 宇 宙 オ ー プ ン ラ ボ ] の 取り 組み 
福田 義也 産業 連携 セン ター 産業 連携 室 室長 
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宇宙 な ら で は の サイ エン ス ア ー ト 
「 水 の 球 を を 用 いた 
造形 実験 」 の 不思議 な 世界 
藤原 隆男 京都 市 立 芸術 大 学 教授 


JAXA 最 前 線 


事業 所 一 覧 
JAXA 各 事業 所 が 
科学 技術 週間 に 合わ せ 特別 一 般 公 開 


表紙 : 金 星 探査 機 「 あ か つき ] の 最終 チェ ッ ク を 行う 、 
金星 探査 機 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ の 中 村 正 人 教授 。 
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野口 、 ク リー マー 両 宇宙 飛行 士 は 
「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 ロ ボッ ト ア ー 
ム の 子 ア ー ム を 船 外 に 搬出 する 作業 
を 行っ た 。 子 アー ム が 収納 され て い 
る 「 き ぼう 」 エ アロ ッ ク を 減圧 し た 後 、 
船 外 側 の ハッ チ を 開け て 移動 テー ブ 
ル を 船 外 に スラ イド させ 、 親 アー ム 
で 子 ア ー ム を 把持 し た 。(3 月 10 日 ) 


野口 聡一 宇宙 飛 行 
二 N 2 る は 
字 宙 長期 疹 在 ミッ ショ ン 
>009 年 12 月 か ら 始 まっ た 、 
"ダグ 日 し pp ) く PE ヨ ン で の 長 叶 江 任 サシ ジ ショ マンバ 


第 2 次 23 次 長期 潤 在 クル ー の フラ イト エン ジニ ア と し て . 野 日 有一 宇和 葉 行 上 の 
前) と チア ー ム ( 真 )。(3 月 10 活動 は つづ いて いま す 。 3 月 中 旬 に は 、| き ぼ う 」 の 船 外 実験 プラ ッ ト ホ ー ム に 
尋 細 人馬 朋 mo ドッ アーム 設定 する 作 半 完了 き ぼ う は 基 機 能 を 傘 % し まし た 
4 滞 作 は か 月 を 過ぎ た 野 字 和 行 上 の 生活 を 写真 で ご 紹介 し ます 。 


2 月 に スペ ー ス シャ トル 「 エ ン デ 
バー 号 ] が ドッ キン グ し 、「 ト ラン ク 
ウィ リティ ー] (第 3 結合 部 ) と 観測 
用 モジ ュー ル の キュ ー ボ ラ が 取り 付 
けら れ た 。 キ ュー ポラ に は 、6 枚 の 
窓 と 天窓 、ISS の ロボ ッ ト ア ー ム の 
探 作 盤 な ど が 設置 され て いる 。 写真 
は キュ ー ボ ラ の 窓 か ら 地 球 を 撮影 す 
る 野口 宇宙 飛行 士 。(2 月 19 日 ) 

「 ハ ー モ ニー」 (第 2 結合 部 ) で 作 
業 す る 野口 宇宙 飛行 士 (中 ) と 、 テ 
王 パーツ (6 記 。 ス デ ィ ー ヲ ジッ 
ロビ ン ソ ン ( 右 ) 宇宙 飛行 士 。(2 月 
11 日 ) 


ISS で 撮影 し た 映像 を 通じ て 子供 
た ち に 絵本 の 読み 聞か せ 。 

細胞 ラッ ク の タン パク 質 結 晶 生成 
装置 に 、55 種 類 の た ん ぱく 質 が 収 
め ら れ た ユニ ッ ト を 収納 する 。(2 月 
5 日 ) 
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- 字 飛 行 上 上乗せ ひ た ソ ユー ズ TMA-17 宇 軍船 が 飛び 立ち まし た 。 
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「 あ か つき 」 キ ャ ン ペ ー ン と は 


今年 5 月 に 打ち 上 げ を 予定 し て いる 金星 探査 機 「 あ 
か つき 」 は 、 世 界 初 の 「 惑 星 気象 衛星 ] で す 。 地球 の 
到 子 星 と し て 知ら れる 金星 の 気象 を 探る こと で 、 わ か 
っ て いる よう で わか っ て いな い 地 球 の 気象 の 、 真 の 理 


解 に も つなげ る こと を 目指 し て いま す 。「 あ か つき 」 は 、 


月 周回 衛星 「 か で ぐ や ] 以来 3 年 ぶり に 地球 周回 軌道 を 
離れ る 日 本 の 探査 機 と な り ま す 。JAXA で は 、 こ の 
探査 計画 に 多く の 皆さん に 直接 参加 いた だ く た め に 、 
探査 機 に と こり つけ る バラ ンス ウェ イト に メッ セー ジ な 
ど を 縮小 FE 刷 し て 搭載 する こと と し 、 そ の 内 容 を 広く 
募集 する こと に し まし た 。 

太陽 系 探査 機 に 名 前 や メッ セー ジ な ど を 託し て 打ち 
上 げ る の は 珍し いこ と で は あり ませ ん 。 有 名 な と ころ 
で は 1972 年 に 打ち 上 げ ら れ た パイ オニ ア 10 号 の 金 
属 板 な ど が あり ます 。 日 本 で も 、98 年 打ち 上 げ の 火 
星 探査 機 PLANET-B (の ち に 「 の ぞ み ] と 改称 ) の 「 あ 
な た の 名 前 を 火星 へ |] キャ ン ペ ー ン に 始ま り 、2003 
年 打ち 上 げ の 小惑星 探査 機 MUSES-C (の ち に 「 は 
や ぶさ 」 と 改称 ) の 「 星 の 王子 さま に 会 い に 行き ませ 
ん か | キャ ン ペ ー ン 、 最 近 で は 07 年 打ち 上 げ の 月 周 
回 衛星 SELENE (の ち に 「 か ぐ や ] と 改称 ) の 「 月 
に 願い を ! 」 キャ ン ペ ー ン と 、 さ ま ざ ま な 取り 組み を 
し て きま し た 。 


募集 は 個人 向け と 団体 向け の 2 本 立て 


過去 の キャ ン ペ ー ン の 募集 の 仕方 は 、 イ ンタ ー ネ ッ 
ト や ハガキ 、 あ る い は 手書き の 窓口 を 設け る な ど 、 い 
ろ い ろ な や り 方 が あり まし た 。 搭載 する 内 容 も 、 名 前 
だ け と する の か 、 メ ッ セ ー ジ も 含め る の か 、 あ る い は 
イラ スト な どの 画像 も 可 と する か な ど 、 い ろ い ろ な 自 
由 度 が あり ます 。 参加 する 側 に と っ て の 利便 性 な ど に 
配慮 すべ き で す が 、 一 方 で 経費 や 手間 、 時 間 な ど に 強 
い 制約 が ある た め 、 や れる こと に は お の ず と 限り が 出 
て きま す 。 そ ん な 中 で 、 最 大 限 の 満足 を 引き 出せ る よ 
うに と 最適 化 を 進め まし た 。 

個人 参加 の 敷居 を 下げ る に は ハガキ 応募 の 可否 が カ 
ギ を 握り ます が 、 受 領 確認 の 送付 や 受付 後 の 処理 に 大 
変 な 手間 暇 が か か り ま す 。「 の ぞ み | の と き の 経 験 か 
ら ハ ガキ は 処理 し きれ な いと 判断 し て 断念 し 、 イ ンタ 
ーネット を 通じ た 募集 を 世界 天文 年 2009 日 本 委員 会 
の サー バー を お 借り し て 実施 する こと に し まし た 。 そ 
し て 私 た ち は 、 各 方 面 へ の 告知 と 、 イ ンタ ーネット を 
使え な い 方 や 直筆 を 希望 され る 方 に 向け て 寄せ 書き な 
どの 機会 を 提供 する と ころ に 労力 を 集中 させ まし た 。 


告知 方 法 と 中 身 の 濃 さ 、 
そし て フォ ロー アッ プ に 工夫 

キャ ン ペ ー ン の 盛り 上 が り は 告知 方 法 に 強く 依存 し 
ます が 、 最 近い ろ い ろ な キャ ン ペ ー ン が ある た め 、 次 
第 に マス メデ ィ ア に 大 きく 取り 上 げ ら れ に くく な っ て 
き て いま す 。 企業 広告 と の 連携 も 早い 時 期 か ら 模索 し 
まし た が 、 不況 の 折 、 う まい 解 は 見 つか り ま せん で し 
た 。 そ こ で 、 こ この と ころ 重 点 的 に 取り 組ん で きた 地 
域 連 携 と 科学 館 連 携 、 そ し て 学校 連携 を 軸 に 、 団 体 応 
募 の 取り 組み が 、 で きる だ け 広 まる よう に 展開 し まし 


あか つき 


つき や - o に 
メッ セー ジ キ ャ ン ペ ー ン の 
将吾 左 間もなく 打ち 上 げ ら れる 予定 の 
n 当 画 | 金星 探査 機 | あか つき | に 名 前 や メッ セー ジ を 


載せ て 金星 に 届け る べく 、| お 届け し ます ! あな た の メッ セー ジ 


上 暁 の 金星 へ ] と 称す る キャ ン ペ ー ン を 実施 し まし た 。 
読者 の 方 々 の 中 に も 参加 され た 方 が いら っ し ゃ る と 思い ます 


この キャ ン ペ ー ン を どの よう に 
展開 し た の か 、 そ の 
台 奏 を ご 紹介 し ます 


メッ セー ジ が テー 
プリ ント され た アル ミ プ レー ト / 


た 。 若者 向け の フリ ー ペ ー パ ー や マン ガ 雑 誌 な ど に 売 
り 込 ん だ の も 新た な 試み で し た 。 

内 容 を どの よう な も の に する か も 、 思 案 の し どこ ろ 
で し た 。 昨今 、 名 前 な どの 個人 情報 を 載せ る こと に つ 
いて は 心理 的 に や や 抵抗 が ある よう で す 。 そ れ で も 数 
を 集め る だ け で あれ ば 、 簡 便 な や り 方 は いろ いろ あり 
ます が 、 私 た ちと し て は メッ セー ジ や 手書き の イラ ス 
ト な ど 、 搭 載 さ れる 内 容 の 濃 さ や 、 そ れ を 準備 する プ 
ロ セ ス に こだわ り ま し た 。 

イン ター ネッ ト 応 募 さ れ た 方 に は 金星 行き の 記念 乗 
車 証 を 発行 し た り 、 団 体 に 向け て も 代表 者 あて に 乗車 
証 を 送付 し た り 、 大 口 参加 者 に は アル ミ プ レー ト の フ 
ライ トモ デル 同等 品 を 送る な ど 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ も 工 
夫 し 、 一 過 性 の イベ ント で は な く 何 度 も この キャ ン ペ 
ー ン に 関す る や り と り が 続く よう な 配慮 も 行い まし た 。 

質 に こだわ っ た た め に イン ター ネッ ト 署 名 の 途中 経 
過 が 芳しく な く 、 関 係 者 を や きも き さ せ まし た が 、 締 
め 切 り 直 前 に は 学校 な どか ら の 団体 応募 が 続々 と 届き 、 
最終 的 に は 26 万 人 と な り ま し た 。 そ の うち 団体 応募 
は 14 万 人 強 で 、 ね らい 通り その ほとん ど に は 心 の こ 
も っ た メッ セー ジ が 書か れ て いま し た 。 


キャ ン ペ ー ン の これ か ら 

お 預かり し た メッ セー ジ の 原本 は 「 あ か つき 」 関係 
者 の 手元 に 保管 され 、 勇気 を 与え て くれ て いま す 。 ア 
ルミ プレ ー ト は すでに 印刷 され 、 ベ ー キ ング 処理 を 経 
て 探査 機 の 3 か 所 に 分 け て 搭載 され まし た 。5 月 下旬 
に は H-IA ロ ケッ ト に より 打ち 上 げ ら れ て 直接 金星 
に 向かい 、 半 年 後に は 金星 周回 軌道 に 投入 され る 予定 
で す 。26 万 人 の 夢 を 載せ た 旅 が まもなく 始ま り ま す 。 
続報 を 楽し み に お 待ち くだ さい 。 


3 月 12 日 に 記者 公開 され た 
金星 探査 機 | あ か つき ] 


阪本 成一 


SAKAMOTO Seiichi 

宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教 
授 。 専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物 理 
学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 普 
及 活 動 を は じ め 、 ロ ケッ ト 射 場 周 
辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと 」 に 挑戦 中 。 写 
真 は プロ ジェ クト の キャ ラク ター 
で ある 「 あ か つき くん | に 失 し た 
ひと と こま 。 


これ まで の メッ セー ジ キ ャ ン ペ ー ン 


宇宙 機 名 称 火星 探査 機 「 の ぞ み 」 
打ち 上 け 年 月 |_ (998 年 7 月 ち 上 け ) 
「 キ ャ ン ペ ー ン 名 称 」 「 あ な た の 名 前 を 火星 へ | 
応募 数 約 27 万 人 
_ 概要 と その 後 。 |: 2X6cm の 枠 に 手書き され ハガー 
キ で 寄せ られ た 氏名 を 宇宙 科学 


研究 所 (当時 ) の 職員 総出 で ハ 
サミ で 切り 取り 、 ア ルミ プレ ー 
ト に 焼き 付け 、 バ ラン スウ エイ ト 
と し て 「 の ぞ み ] に 取り 付け た 。 
火星 到達 が か な わ ず 運 用 は 停止 
し た が 、 探査 機 は 人 工 惑星 と し 
て 太陽 系 の 旅 を 続け て いる 。 


小惑星 探査 機 | はやぶさ]」 
(2003 年 5 月 打ち 上 げ ) 


「 星 の 王子 様 に 

会 い に 行き ませ ん か 
ミリ オン キャ ン ペ ー ン | 

約 88 万 人 


イン ター ネッ ト で 「 氏 名 ] の み を 
受け 付け 、 小 惑星 着陸 時 に 目印 
と し て 用 いる 反射 性 の 球体 「 タ 
ー ゲ ッ ト マ ー カ ] の 表面 に 縮小 
印刷 し て 取り 付け た 。 米国 惑星 
協会 な どの 協力 で 海外 か ら も 多 
数 の 応募 が 。 ター ゲッ トマ ー カ 
は 2005 年 11 月 に 小惑星 イト 
カワ に 到達 、 少 な く と も 今後 数 
万 年 は イト カワ と と も に 太陽 系 
の 旅 を 続け る 。 


月 周回 衛星 「 か ぐ や | 
(2007 年 9 月 打ち 上 げ ) 


キャ ン ペ ー ン ] 
約 41 万 人 


主 に イン ター ネッ ト で 名 前 と 20 
文字 の メッ セー ジ を 受け 付け 
た 。 米 国 惑 星 協 会 と の 協力 の 
も と 、 海 外 か ら も 多数 の 応募 が 。 
観測 ミッ ショ ン を 成功 裏 に 終え 、 
2009 年 6 月 に 月 厨 に 制御 落下 。 
月 表面 南側 の ギル ・ ク レー ター 
人 岳 に 機体 破片 と と も に 眠る 。 


金星 探査 機 | あ か つき 」 
(2010 年 5 月 打ち 上 げ 予 定 ) 


「 お 届け し ます ! 

あ な た の メ ツ セー 9 
暁 の 金星 へ ] 

約 26 万 人 


天文 学 コ ミュ ニテ ィ の 有志 に よる 
「 世 界 天文 年 2009 日 本 委員 会 ] 
と 協力 し て 実施 。 科学 館 や 学校 
に と ど ま ら ず 、 幼稚 園 ・ 保 育 園 
地方 自治 体 、 関 係 企業 、 さ ら 
に は 少年 サッ カー チー ム や ロッ 
ク 歌 手 の フ ァ ン クラ ブ ま で ……。 
さま ざま な 団体 か ら の 応募 を 受 
け 付 け 、 バ ラ エ ティ あふ れる 寄 
せ 書 き や イ ラス ト が 集まっ た 。 エ 
ッ セ イコ ン テ ス ト の 入賞 作品 が 
全文 搭載 され る な ど イ ベン ト 連 
動 型 の 企画 も あっ た 。 


か 。 ほ ぼく は カレ ー で す 」…… 


御津 南小 学校 (岡山 県 岡山 市 ) 


「JAXA 職 員 の 卒業 生か ら 教 えて も らい 、 
が 好き で すか が ? 


思い ます ] (1 年 担任 の 森 通 代 教 諭 ) 


民間 シー ダー スズ 


オミ 3 ルウ 5/) プ 4 


cc 々 4 

生 衝 ん 村 か デズ の 旋 全 まげ クノ 誠 wa 

< ありま 季 すわ りき 才 る に ん ピ ) 

< を 名 - 計 記 受 か 3 
ye ーー = 1 


杉並 シー ダー ズ (東京 都 杉 普 区 ) 


クラ ス 全 員 で 参加 し まし た 。「 食 べ 物 は 何 
ぽく は カレ ー で す 』| な ど 、 ま る で 友人 に 出す 手紙 の よう に 書い た 
子 も 多く 、 ち ょ っ と 勘違い し て いた か も し れ ま せん ( 笑 ) 。 書い た と き は 盛り 上 が り ま 
し た が 、 今 は すっ か り 忘 れ て いま す 。 で も 、 打 ち 上 げ の 頃 に また 思い 出し て くれ る と 


ほ そ 
の 
た Te 
ー YY 
<: コ 特 


| 
2 


計 


。 へ は け ン ば % 字 茎 忌 半 


ぶさ S ツ ツー 人 SS へ 届 居 合 0 史記 wOS き | 起 ( fi 


orkk び rfowd5 時 へ 0 と n 湯 素 下北 麗 居 く rr クマ ーッ 0W 記 


「 少 年 サッ カー の クラ ブ な の で 宇宙 に は 緑 が な い は ず で し た が 、 


た また ま 保 護 者 に 


関連 の お 仕事 の 方 が いて 、 参 加 さ せ て も らい まし た 。「 金 星 に まで 書い た も の が 届く ] 
と 聞か され まし た が 、 あ まり に も 壮大 な お 話 で 、 私 は 最初 、 さ っ ぱり わけ が わか り ま 
せん で し た 。 で も 、 子 供 た ち は 何 の 迷い も な く 書 いて いま し た ね ] (三木 健一 郎 監督 


ご こ 
z で 


|2 剛 芝 9 


げ 火 
真 し 前 を 昌 
な て を 還 探 
ど 5 ほ K ね 牌 世 
の 月 せる 機 
画 -18 て ご 一 ゞ 
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二 打 が 進み 
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まま 
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加茂 プラ ネタ リウ ム 館 (京都 府 木津 川 市) 


た に せま Ku っ ドン 38 人 才 e Ne: 
rt't は 7 お 7 "9 いな 人 に まさ HH に 


5 


「 来 館 者 だ け で な く 地 元 の 宇宙 少年 団 や 児童 館 の 利用 者 に も 書い て いた だ きま し た 。 
大 き な 寄せ 書き 用 紙 が ずっ と 置か れ た まま だ と 由 踏 する か も し れ な い の で 、 小 さい 
用 紙 に 書い て も ら っ て 回 収 し 、 こ ちら で まとめ て 1 枚 に し た り し まし た 。 金星 は 親 し 
み の あ る 天体 で すか ら 、 話 題 に ち し や すか っ た で すね ] (三井 啓子 解説 貞 ) 


あぁ eve さと みい いさ 
3 3 寺 な 


に ot 


COM2CUILTTUDTNT は 2 
ーー ャ ーーmo "8 
FP 


Mg ror を 


8 キ 補 和み 箇 きす を タオ 国 
大 本 ま R3 ば 人 回 ん F7 1 


と) ルミ と さ 王 半 「【72 1 1 
3 727 
5 ats か ゆう 欠 @ 誠 お も と 

F * 人 s い ・ rc・ 1 ル を か 
AA 3 是 ESttO 人 ActWeE mW3、 婚 きる せ 、 包 秒 を 


了 か の PRR 


WW LGA Me 
PTCETTD 4 


人 に を い 人 ST 人) 
だり 林 加 才 半 の es 
野間 自由 幼稚 園 ( 末 岡上 伊東 市 ) 


「 保 護 者 の 方 か ら キ ャ ン ペ ー ン を 教え て いた だ き 、 [未来 に 生き て いく 子供 た ちの 地平 を OCT 
線 を 開く 試み だ | と 感じ 、 ニ つ 返事 で 参加 させ て も らい まし た 。 明け 方 に 見 る 金星 1 Auaox 人 


は と て も 印象 深く 、 そ ん な 話 を 子供 た ち に 聞か せ た り し な が ら 、 書 いた り 描 いた り 


食べ 物 は 何 が 好き で 


初音 (は っ ゎぉ ) ミク 


「 ボ ー カ ロイ ド | と 呼ば れる 歌唱 ソフ ト を 発端 に 、 ユー ザー の 自由 な 創作 活動 で 育て 
られ た キャ ラク ター | 初音 ミク | を 宇宙 に 送 ろ うと 有志 が 呼び か け 、 約 1 万 4.000 
人 の メッ セー ジ と 数 多く の イラ スト が 集まっ た 。 こ れ は その うち の 1 つ で 探査 機 [ パ 
イオ ニア 10 号 |、 [ 同 11 号 | に 搭載 され て いる メッ セー ジ プ レ ー ト に ちな ん だ も の 。 
寄せ られ た 署名 と メッ セー ジ も 同時 に 刻ま れ て いる 。( 画 : フリ スク P) 


ニー ニー 人 | 世界 天文 年 エッ セイ 賞 。 。 | 
界 天 文 年 2009 世 界 大 文 年 2009 [星空 へ の 想い ] WT 


ガリ レキ オ ・ ガ リ レ イ (alilew llel 130 を 1 すばる 個 宙 (Sulmra Tolesenpm) の 、 入賞 作品 の 全文 と 選考 委員 講評 や 授賞 式 の 写真 、 そし て 全 応 募 作 品 (表紙 の み ) 
aa ea に < ーー ーーーー We が 搭載 され る 。 


「 フォ トモ ザイ クボ スタ ー 


世界 天文 年 2009 の 関連 キャ ン ペ ー ン 「 め ざ せ 1000 万 人 ! みん な で 星 を 見 よう !] 
実行 委員 会 に よる フォ トモ ザイ ク 。 天文 に 関係 する 写真 (640 x 480 ピク セル ) を 
参加 者 か ら 募り 、 そ れ ら の 色 と 濃淡 を 生か し 、 そ れ ぞ れ 6,400 枚 を 使っ て 「 ガ リ レ 
オ の 肖像 ] と 「 す ば る 望遠 鏡 ] を 描い た ( 図 は カラ ー 版 の 原画 。「 あか つき ] に は モ 
ノ ク ロ 版 が 搭載 され る ) 。 


ee 
TFT で 10 


※ イ ンタ ーネット で 寄せ られ た お 名 前 と メッ セー ジ は 、 こ の ペー ジ の 
背景 の よう な 形 に レイ アウ ト さ れ て 搭載 され ます 


| 


床 2Y 上 5 A 今 各 学 日 国 
すま を 人 生 E | Em ー @ 
2 入間 の 義明 固 由 に 
り 訂 > 宙 ト シナ 長 A 議 く が 長 リ ス 機 立川 敬二 呈 
リム ク 革 リ 導 1 右 時 合え スイ TACHIKAWA Keiji 
長 S ょ へ ・ 邦 ん ル ん 連 の 席 do う JAXA 理 事 長 
官 A い まく 科 え 半 す し 2 長 1962 年 、 日 本 電信 電話 公社 (現在 
1 ダ 5 Bi 川 (た 0 2 の NTT) に 入社 。1978 年 に 、 米 マ 
す の シ と A ミ 局 ポ 証 削 の ょ の A 了 区 征 SN サチ ュー セッ ツ エ 科大 学 強 学部 修士 
人 当 計 REI 計 は が 州 』 53 コー ス を 修了 。 NTT ア メリ カ 社 長 な ど 
の 人 2 信 0 訴 と に 滞り 間 は 二 に ーー 議 を 歴任 し 、1998 年 に NT 移動 箇 信綱 
Sn ? 訂 ( 現 NTT ドコ モ ) 代表 取締役 長 に 就 
探 が に 最 声 いな で 計 1 の H し _ | es 任 。 2004 年 6 月 に 同社 相談 役 就任 。 
が た た に 最 声 い 財 日 こ 就 
ー 機 ち 大 加 ま う 1 上 自 が 本 ・ 同 同年 11 月 15 日 、JAXA 理 事 長 に 吉 任 。 
) 基 
動 S し を る 国 で た ぉ 5S た 育 き 全 参 6 ) 
ます も どす pH | A 
を の に まき 発 施 S 後 人 立 東 買い 
129EPM2A 東 に 2 開 
あ S ささ た が いき 8 駐 完 
二 朋 傘 チャ ー ル ズ : ボ ー ル デ 
5 間 優 道 世 共 も 折 ャ ー ル ズ スズ: ボー ルデン 
に 0 上 前 月 Charles F. Bolden Jr. 
1 れ NASA (米国 航空 宇宙 局 ) 長官 
ま 1980 年 に 海兵 隊 の パイ ロッ ト か 


ら NASA の 宇宙 飛行 士 候補 者 に 。 

1986 年 の STS-61C と 1990 年 の 
STS-31 で は パイ ロッ ト を 、1992 年 
の S 1994 年 の STS-60 で 
を つと め た 。STS-31 
宙 望 速 鏡 の 打ち 上 げ ミ ッ 
60 は ロシア と の 初 の 
ン で 、 ロ シア の 宇宙 飛行 
クリ カレ フ ( 現 ガ ガー リ 
訓練 セン ター 所 長 ) が 搭 
4 年 に 海兵 隊 に 戻り 、 在 
官 な ど を へ て 2003 年 
に 退役 。2009 年 、NASA 長 官 に 任 
命 さ れ た 。 


リー・ ベ ルミ ノ フ 
Anatoly N. Perminov 

FSA (ロシア 連邦 宇宙 局 ) 長官 

プレ セツ ク 宇 宙 基 地 所 長 、 ロ シア 宇宙 
軍司 令 官 な ど を へ て 、2004 年 、FSA 
長官 に 任命 され た 。 ロ ケッ ト と 宇宙 船 
の 運用 に 関す る 専門 家 。 モ スク ワ エ 科 
大 学 の 教授 もち つとめる 。 宇宙 技術 に 関 
する 多数 の 論文 や 著作 が あり 、 海 外 に 
も 翻訳 され て いる 。 


スチ ィ ー プ に マク ゆー ツゲ 
Steye MaCLe4 が 


会 議 後 の ミニ シン ポジ ウム 。 実験 か ら 
探査 活動 まで ISS を 最大 限 に 利用 し 
て いく た め に 、 参 加 国 の パー トナ ー シ 
ッ プ の 重要 性 が 強調 され た 


憶 唱 く G 十 粒 ら yo8 で 息 PMS 
つ 狗 くらっ が や " 

"の の G 野 正 ぬ や ン つつ 
>oQ の 時 がら 竣 財 や KG うつ 
選ぶ 悦 宗 品 本 較 人 穴 っ りつ 0 で 
り ロ の の G 著 科 ぐ 時 甘 時 
ゆら 豆 届 や yo 8 る SG ぐ 押 引 史 電 地 坦 甘 
雅生 妃 0 ら っ 2G の りつ 居 相 で 人 つ 


36 す 


つめ" 

の の 誌 園 当 棚 宜 G 衣 人 で ) 
寺 上 内 いり 志 や い 字 恒 ら つ 
人 らっこ の 65036 人 8 神 充 を 諾 球 
中 宗 語 り で れい し に で 癌 く 
SC つ で で OSKoe で ちら ゃ " 

KERAmAe テ ャ くめ を つの 
人 ELSEIESNM 
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ネー へ 貴 四 [ロコ の の 入国 当 回 居 
S 賠 褒 N nH 人 AHNー ら 和紀 の 
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二 )468 
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1983 年 、 カ ナダ 初 の 宇宙 飛行 士 候 


補 者 の 1 人! 
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ャ "っ oe58 幅 ロ ど ( 地 坦 K ホ ー 
^ ル へ 弓 消 芸 ) 史 票 聞 回 滞り 甘 
2t@ り つつ 人 を 旗 肖 G 拒 べ 客 隊 ロ で 
S 全 ne 醒 次 op ら eeG ら 計っ で 
つき ざ 心 会 ” 地 志 凡 敵 せい こい 
ロロ の の で 定時 めぐり 半 隊 の や yG 
凡 人 る” 寺 坦 終 特 SG 中 箇 や ” 囲 
SN また IEMUIGYESYNSJUaCa3 9 た きい 3 いく 
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の の 大 国 G 鈴 写 較 べ 去 の 選 
ン 6 較 倒 ロ の の 定 臣 つ っ つ 抱 
うっ 36 本) うけ G 下 り 寂 つら 7 
回 の マ で G 和 テー 気 へ 嘱 季 人 「 コ の の 
害 国 8 臣 器 宮 り SO し 8S 選 が や 
で 記入 奈 G 岡 例 の や の の 


っ J 揚 NaJ>5 


選抜 され 、1992 年 の 
STS-115 で は 船 


任命 され た 。 


(カナ ダー ム 2) を 操作 し た 最初 の カ 


ナダ 人 宇宙 飛行 士 と な っ た 。2008 年 、 
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術 工 科大 学 特別 教授 ) に も 有益 な アド 


去 ? 


「 球 体 に 生じ る 波 は “球面 調和 関数 ” と いっ 


て 数 学 や 物理 学 で も 興味 深い テー マ で す 。 
バイス を いた だ きま し た | (藤原 教授 ) 


力 環 境 の 宇 南 な ら で は 。 
「 形 の 科学 」 を 提唱 する 
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戸 


甘 = EE ロロ JE ピピ T 
INFORIMIATION 


右 緊 女 脱 出 訓練 を 終え た 
STS-131 ク ルー 

左 プス ペー スシ ャ トル 

「 デ ィ ス カバ リー 号 」 の 席 に 着き 、 
カウ ント ダウ ン シ ミ ュ レ ーション に 
参加 する ( 左 か ら ) 

クレ 條 ン ・ ア ンダ ー ソ ン 、 

山崎 直子 、 ス テ フ ァ ニー・ ウ ィ ル ソン 
宇宙 飛行 士 


TCDT で 与 圧 服 
ウジ ーッ 


射 点 に 到着 し た ディ スカ バリ ー 号 


INFORIMIATIOII 1 


山崎 直子 

宇宙 飛行 士 、 
TCDTT 参 加 

いよ いよ 打ち 上 げ へ 


NASA ケ ネ デ ィ 宇 宙 セ ンタ ー 
SC) で は 、 米 国 時 間 2010 年 4 
月 5 日 の スペ ー ス シャ トル 「 デ ィ 
スカ バリ ー 号 | (STS-131) の 打 
ち 上 げに 向け た 準備 作業 が 進め 
られ て いま す 。 山 崎 宇宙 飛行 士 
ら STS-131 クシ ー は 、 同 3 月 2 
日 か ら 5 日 に か け て 、KSC に て 、 
ター ミナ ル ・ カ ウン ト ダ ウン ・ デ モ 
ンス トレ ーション ・ テ スト (Terminal 
Countdown Demonstration 
Test: TCDT) を 行い まし た 。 


者 を を 50 ( フ は 誤 ケ 2 年 財 が た ラ 
症 、 ド ン 0 最 打 イ 歯 TCDT で は 、 射 点 か ら の 皿 急 人 
際 そ 倫 て よ は 1 引 A( 婦 ち カ % 訓練 や 、 打 ち 上 げ 直 前 まで の カ 
吉 の の の 年 の ラ ら 由 人 ロ 進 * ウン ト ダ ウン 作業 を 模擬 する 訓練 
池 と を 軸 月 か 上 調 上 4 9 の ほか 、 デ ィ ス カバ リー 号 の ペイ 
た きま 上 よう 方 リー 再 p ロー ド の 搭載 状況 の 確認 な ど が 
全う も と も に 行わ れ ま し た 。TCDT を 終え た 
す % 進 イ 向 本 后 ス ん 5 STS-131 クル ー は 、 同 3 月 5 日 
る を せ カ け 1 乗 実 回 に NASA ジョ ン ソ ン 宇 宙 セ ンタ 
電 受 ソン 最 A り ババ ( ー(J96 ひ へ 選 り ま し た 。 Se191 
婦 ヽ る 、 材 
力 け 1 己 終 ロ で 金 機 ナ クル ー は 、 打 ち 上 げ の 数 日 前 に 再 
出 ず こ 労 ロ 墳 終 島 状 森 月 と た び で セ び KSC へ 戻り ます 。 
航 世 こも ヶ ケ 。 の 宇 況 冶 。 の 薄 宇 イ 
を 界 ま あッ そ を 電 宙 を プ 登 世 瞳 二 ル 
見 を で っ ト し 気 聞 ロ 短 界 大空 と 
送 驚 きた に て 試 レ き ジ 控 初 陽 間 迄 
りか まけ 組合 験 タ ま ェ 食 の 電 を 稚 
た せ し れ み 月 を | し ク プ 実 光 航 貞 
いて た ど 付 の 行 へ た 下 せ 証 そ 行っ 
の "あけ 催 い 運 コ リク を 諸 で 人 1 
思 雪 5 半 パ MWS ル ラル 生き は 。 
いも カ と れ に 椎 約 月 ダム る 電 え イッ 
ーー ま と ロ いま い 進 た 末 1 グ [で こ ょ も 
 。 医 」 軒 押 首 す 信 ス う す よ 業 後に に ルミ きま と (4 
「 イ カロ ス 」 の セイ ル 膜 は 折り 畳 まれ 、 ー じ は 間 ? い を び 種 最 1 する いん 
円 柱 形 の 本 体 に 巻き つけ て 収納 され て いる て 必 に 苦 ょ よ 充 最 子 新 プ * こ 須 ご 


INFORMIATIOIN 3 


陸 域 観測 技術 衛星 |「| だ いち 」 に 
チリ 地震 に 伴う 
明 和 急 観測 


年 2 月 27 日 15 時 34 分 頃 (日 
時 間 、 以 下 同 ) に チリ 中 部 の 沿 
岸 (チリ の 首都 サン ティ アゴ の 南 
西 325km、 深 る 35km) に な いて 

マグ ニチ ュー ド 8.8 の 巨大 地震 が 
発生 し まし た 。 JAXA で は 10 年 
2 月 27 日 、3 月 1 日 に 続き 、3 
月 4 日 23 時 58 分 頃 に 陸 域 観測 
技術 衛星 「 だ いち 」 搭載 光学 モン 


黄色 丸 で 示し た 付近 は 、 
地震 前 後 と 比較 する と 

海岸 線 の 形状 や 沿岸 部 の 
道路 な ど に 変化 が 見 られ る た め 、 
地震 も し く は 津波 に よる 
影響 び が うか が える 


ューーー 8 らい を AA ュー 一 デ | 9 @⑥JAXA 
2010/3/4(PRISM/AVNIR-2) 2009/12/2 (AVNIR-2) 


発 化 シ を 弄 飛 で な AG 郵 東 界 店 タム タン 坦 際 僅 米 共 上 言 性 能 可 視 巡 赤 外 放映 計 2 弄 
展 を グ 行 下行 突 か X 開 機 大 で し 1 コ 野 =X 作 ミン ヽ ロ (アブ ニー ル ・ ツ ー)、 パ ンク ロ 
ッ っ ご 航 ヶ 二 コ ご | 人 三 1 流 5 
時 と て フ に 上 た で き 彰 画 に 宮 上 M 軸 結 ボ 回 議 マチ ッ ク 立 体 視 セ ン サ (プリ ズム ) 
て に 協 き ラ 計 生 ぶ は れ 用 題 橋 た 困 機 」 航 . | 研 を に より 観測 を 実施 し まし た 。 写真 
St 開 し ラ ト る や ここ で た の 上る 滞る 空 了 イル る < は 沿岸 部 の 町 ペリ ュ ウ エ か ら 南 
証人 多 た ん き 昌 東和 せな る っ 人 を の 癌 信 拘 の + ン 婦 ょ " 四 和 km 人 3 を 拡大 し た 四 人 で 
* 究 橋 、| ヽ 乱 伴 で 訳 有 い 運 乱 研 ツ 流 運 イ グ を 時 す 。 取 得 きれ た 画像 は 、 国 際 淡 害 
開業 今 の 航 気 ね 歓 況 午 』 航 包 付 プ 停 穫 ン う チャ ー タ を 通じ て 海外 関係 機関 へ 
人 伯 ゃ 1 フ 2 旦 還 
とし ポ 究 棋 人 な 高 が エッ ツル 作 は 約 | シ 全う 社 提供 きれ まし た 。 
更 実 | 開 挫 と ど 高 で % | が か 全 を ラス 技 カ 


am 年 より 文部 科学 省 科 学 技術 
研究 所 で は 、 科 学 技術 へ の 顕 


H ナ 5 
学 D 
著 な 貢献 を し た 人 物 を 「 科 学 技 | イ 技 る 
術 へ の 咽 閉 な 頁 油 ナイ スス テッ ヾ / スズ 第 
プ な 研究 者 ] と し て 選定 し て いま て oc 人員 2 
す 。 こ の 度 、 宇 宙 ス テー ショ ン 補 ブ アデ 著 0 
給 機 (HTV) ミッ ショ ン の 技術 ロ 、^ ツ を な 
実証 が 評価 きれ 、HTV プロ ジェ ンジ プ 獣 
クト チー ム が 2009 年 の 「 ナ イス 写 た 6 
ステ ッ プ な 研究 者 ] に 選定 され ま の 4 0 
し た 。 2 月 9 日 、 科 学術 政策 研 ト 人 [9 
締結 式 の 様子 ( 右 : マ ッ ト ・ ガ ン ツ バイ ス ・ プ レジ デン ト 兼 ゼネ ラル ・ マ ネー ジャ ー、 2 所 に て 席 野 彦 プロ ジェ クト マッ プー シビ 
左 : 石 川 隆司 理事 ) ネー ジャ 、 小 負 幸 雄 サ プ マ ネー | 
ジル 。 人 者 
ネー ジャ に 記念 品 の 贈呈 が 行わ れ か: (に 


まし た 。 
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JAXA' 編集 委員 会 

委員 長 的 川 要 家 

副 委員 長 舘 和 夫 左 か ら 佐々 木 フ ァ ン クシ ョ ンマ ネー ジャ 、 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 代 成 虎 野 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 、 小 鐘 サ ブ マネ ー ジ ャ 


顧問 山根 一 眞 


本 社 

調布 航空 宇宙 セン ター 

〒 182-8522 

東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 
唱 TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


相模 原 キャ ン パ ス 
| 〒252-5210 

神奈 川 県 相模 原市 中 央 区 
由 野 台 3-1-1 (4 月 1 日 より ) 
TEL : 042-751-3911 
FAX : 042-759-8440 


種子 島 宇宙 セン ター 
〒891-3793 
児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 

大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 

FAX : 0997-26-9100 


名 古屋 駐在 貞 事 務 所 
〒460-0022 


金山 総合 ビル 10 階 
TEL : 052-332-3251 
FAX : 052-339-1280 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 


大 手 町 分 室 

〒100-0005 

東京 都 千 代田 区 丸の内 1-8-2 
第 一 鉄鋼 ビル 5 階 

TEL : 050-3362-7838 
FAX : 03-6259-8740 


増田 宇宙 通信 所 

。 T891-3603 
鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 

TEL : 0997-27-1990 
FAX : 0997-24-2000 


JAXA 各 事業 所 が 


愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 


調布 航空 字 宙 セン ター 
飛行 場 分 室 
〒181-0015 
東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 
FAX : 0422-40-3281 


筑波 宇宙 セン ター 
〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


計 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
〒893-1402 
鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 
南方 1791-13 
TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-381 1 


語 能代 多目的 実験 場 
TO16-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西 山 1 
TEL : 0185-52-7123 

FAX : 0185-54-3189 


勝浦 宇宙 通信 所 

〒299-5213 

千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
TEL : 0470-73-0654 

FAX : 0470-70-7001 


。 沖縄 宇宙 通信 所 
、 〒904-0402 

沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 

金 良 原 1712 

TEL : 098-967-8211 

FAX : 098-983-3001 


小笠 原 追跡 所 

〒100-2101 

東京 都 小 笠原 村 父 島 桑 ノ 木山 
mmm 「EL : 04998-2-2522 

FAX : 04998-2-2360 


科学 技術 週間 に 合わ せ 特 別 一 般 公開 


毎年 4 月 18 日 の 「 発 明 の 日 」 を 含む 1 週 
間 は 「 科 学 技術 週間 ] で す 。 科学 技術 に つい 
て 広く 理解 と 関心 を も も っ て いた だ く た め に 、 
JAXA も 各 事 業 所 で 施設 の 公開 や イベ ント を 
実施 し ます 。 筑波 宇宙 セン ター (茨城 県 つく 
ば 市 ) で は 、「 つ くば で 発見 ! 宇宙 が みち び 
く 新 た な き ぼ う ]」 を キャ ッ チ フレ ー ズ に 、 さ 
ま ざ ま な イベ ント を 開催 。 毎年 人 気 の [水口 
ケッ ト 教 室 ] や 、GPS を 使っ た 宝探し 、 ヒ ュー 
スト ン か ら の 生 中 継 で 古川 聡 宇宙 飛行 士 に よ 
る 講演 も 予定 し て いま す 。 こ の 機会 に ぜひ 各 
事業 所 の 公開 に ご 参加 いた だ き 、JAXA の 


人 筑波 宇宙 セン ター 

4 月 17 日 ( 土 ) 10:00-16:00 
信田 宇 宙 セ ンタ ー 

4 月 18 日 (日 ) 10:00 一 15:30 
條 調布 航空 宇宙 セン ター 

4 月 18 日 (日 ) 10:00 一 16:00 
人 情報 セ ンタ ー 

JAXAi[ 春 の キッ ズ デ ー」 

4 月 25 日 (日 ) 10:00 一 18:00 
借地 球 観測 セン ター 

5 月 15 日 ( 土 ) 10:00 一 16:00 


※ そ の 他 の 事業 所 も 特別 一 般 公 開 を 予定 し て いま す 。 
詳細 に つい て は JAXA 広 報 部 、 
また は 各 事 業 所 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


東京 事務 所 

〒100-8260 

東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6.5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング (3 て 5 階 ) 
TEL : 03-6266-6000 

FAX : 03-6266-6910 


角田 宇宙 セン ター 

語 還 「 981-1525 

宮城 県 角田 市 君 意 字 小金 沢 1 
TEL : 0224-68-3111 

FAX : 0224-68-2860 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL : 049-298-1200 

FAX : 049-296-0217 


| 海外 駐在 貞 事務 所 | 


ワシ ント ン 駐 在 貞 事務 所 
Washington D.C. Ofiice 

2120 L St., N.W., Suite 205, 
Washington, D.C.20037, U.S.A. 
TEL : +1-202-333-6844 

FAX : +1-202-333-6845 


ヒュ ー ス トン 駐在 貞 事務 所 

Houston Office 

100 Cyberonics Blvd., 

Suite 201 Houston, TX 77058.U.S.A. 

TEL : +1-281-280-0222 

FAX : +1-281-486-1024(G3)/228-0489(G4) 


ケネディ 宇宙 セン ター 駐在 貞 事 務 所 

Kennedy Space Center Liaison Office 
SSPF MO006,Code:JAXA-KSC, 

Kennedy Space Center FL 32899, U.S.A. 
TEL : +1-321-867-3879 

FAX : +1-321-452-9662 


パリ 駐在 貞 事 務 所 

Paris Ofice 

3 Avenue Hoche, 75008 
Paris, France 

TEL : +33-1-4622-4983 
FAX : +33-1-4622-4932 


バン コク 駐在 上 事務 所 

Bangkok Office 

B.B. Bldg., Room 1502, 

54, Asoke Road, Sukhumvit 21, 
Bangkok 10110, Thailand 

TEL : +66-2260-7026 

FAX : +66-2260-7027 


活動 や 成果 を ご 覧 くだ さい 。 http://www.jaxa.jp/Visit/ 青空 に 向かっ て 打ち 上 げ ら れる 「 水 ロケ ッ ト ] 
ps ィ zrmeQ) 誤 109 了 eWW 
低 へ 差 み 、 宇 宇 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング GS 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 
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